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2. クリーン代替燃料の導入

5つの戦略を通じて、各業界のリーダーと共に、自社および社会の温室効果ガス排出削減に努めます。
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2. クリーン代替燃料の導入 LNG燃料船の導入



© 2021 Mitsui O.S.K. Lines, Ltd. 

2. クリーン代替燃料の導入 LNG燃料船の導入

• 日立造船＆ヤンマーと触媒とエンジン改良によるメタンスリップ削減技術の共同研究
開発に着手

• LNG燃料 大型石炭船（名村造船所建造）にシステム搭載して、2024~2026
年に実船実証運転を予定

• GI基金「LNG燃料船のメタンスリップ対策」事業として採択

メタンスリップ削減技術の開発
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2. クリーン代替燃料の導入 アンモニア燃料船の開発

アンモニアを主燃料とする船舶用主機関発注に向けた基本協定書を締結
（2021年10月）

• ネットゼロエミ外航船の運航開始（2026-2027年）に向けて、 MAN ES社および三井
E&Sマシナリーと、MAN ES社が現在開発中のアンモニアを主燃料とした船舶用主機関の
発注に向けて基本協定書を締結

• 本基本協定書の締結を通じて、ネットゼロ・エミッション船の先駆けとなる船舶用大型アンモ
ニア燃料主機関を発注し、船舶における次世代燃料への転換と、脱炭素化社会の実現に
貢献していく

アンモニアを燃料とした「大型アンモニア輸送船」の開発に着手
（2021年11月）

• 石炭火力発電所における混焼利用や、水素キャ
リアとしての活用などを中心に、今後大規模な需
要が見込まれるアンモニア輸送ビジネスに向けて、
大型アンモニア輸送船（アンモニア燃料船）の開
発に着手

• 名村造船所・三菱造船と「アンモニア焚き
アンモニア輸送船の共同開発契約」を締結
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2. クリーン代替燃料の導入 水素燃料船の開発

項目 進捗状況

水素燃料エンジンの
開発・実証

• 舶用水素燃料エンジンを搭載した実船での実証運航に関する基本合意
（2021年11月）

• ジャパンエンジン（J-ENG）の水素燃料エンジンの開発・実証プロジェクトに実証
船提供予定者として参画

• 実証船は MOLドライバルク運航船を想定。2028~2029年度に実証運航を予
定

• GI基金事業「水素燃料船の開発」事業として採択された

ウインドハンター

• ステージ1：ゼロエミ推進システム（洋上風エネルギーによる発電＞水素製造＞
貯蔵（吸蔵合金）＞燃料電池＞電気推進）のコンセプト実証

• 2021/12~@大村湾にて試験航行中
• ステージ2&3：大型化検討における、MCHの脱水素＞推進燃料利用のコンセ
プト開発

液化水素運搬船
（水素燃料船）の
開発

• シンガポール Keppel グループデータセンター向け液化水素供給インフラ開発
の共同検討に関する覚書を締結（2021年5月）

• Keppel Data Centres 社が共同検討のリーダーとなり、輸出国での液化水素の
製造 プラント、輸出ターミナル、海上輸送、さらに輸入ターミナル、貯蔵ユニット・
再ガス化施設など、シン ガポールへの液化水素輸送に必要なインフラについて参
画各社の知見をもとに、実現に向けた技術、お よび商務面の評価・検討につい
て今後 2021 年末を目途に共同で行う
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ウインドハンター（風力と水素の活用）
ステージ１ セーリングヨットによるコンセプト実証実験

- 洋上風力エネルギーを利用する帆の技術、風力エネルギーで製造（水電解）した水素による安定エネルギー
活用技術を組み合わせたゼロエミ船。セーリングヨットを用いたコンセプト実証実験を実施予定。

- ウインドチャレンジャープロジェクトで取り組む帆の技術に加え、水電解による水素生産、貯蔵（キャリア
は検討中。或いは燃料電池）と組み合わせる。強風時は水素生産、弱風時は船の推進力を補う。生産/貯蔵
した水素は陸上向けに供給する事も検討対象。

2. クリーン代替燃料の導入 水素燃料船の開発
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12月、ウインドハンター“ウインズ丸” ゼロエミッション実験走行ルート

想定実験回数：8航海（昼間）予定

大村湾

ハウステンボスマリーナ

風力走行時、水流発電の電気で水素を造り、貯蔵
弱風時は貯蔵水素を使い燃料電池発電発電、電動推進機で船を進める

佐世保市
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実験ヨット
「Winz Maru 」ウインズ
丸
総トン数： 7.9トン
長さ：11.58メートル
プレジャーヨットを改装

船尾の
水流発電装置と電動推進機
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船首デッキ上の
吸気・排気管

ウインズ丸の船首部、水素スペース

水素機器制御
パネル
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船上 データロガー

4G/5G回線

関係者は計測データをクラウドモニタリング

パソコン
タブレット

各種センサーデータ
の集約

クラウドストレージ
船上機器のリアルタイム
モニタリング

ゼロエミッション計測データの遠隔モニタリング・分析がリアルタイム
に実施されます。

「ウインズ丸」
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KDC液化水素輸入インフラ開発プロジェクト
（2021年5月）

- 星港への液化水素輸入に向けたインフラ検討(F/S)

- コンソは当社の他、Keppel Data Centres / 川崎重工業
/ Vopak / Lindeの計5社

- 商船三井は輸送船/FSRUを担当（KHI / Vopakと協業）

- コンセプト検討は2021年末の完了を目処

21

水素燃料船の開発2. クリーン代替燃料の導入
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3. さらなる省エネ技術の導入

5つの戦略を通じて、各業界のリーダーと共に、自社および社会の温室効果ガス排出削減に努めます。
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環境負荷軽減への取り組み

～ウインドチャレンジャープロジェクト (WCP)～

2021年10月29日 商船三井技術部

・WCP概説、概況

・WCPとデジタル技術
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ウィンドチャレンジャー第1船
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帆のサイズ

展帆状態 縮帆状態

約
5
4
m

約
2
3
m

約15m
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燃節試算 (10万トンのバルカー:1本帆において）

日本～北米（カナダ） 8%以上
日本～豪州 5%以上

※同一航路の年間の平均

Google

Newcastle

Japan

Vancouver
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大洋航海中 港内（水先人嚮導）、狭水道等 着桟中、荷役中

帆の角度・高さは、風向と風速に
より、自動制御を行います。

帆は全縮帆し、角度は90度で固
定。
船橋からの見通しを優先します。

帆は全縮帆し、角度は０度で固定。
unloaderとの干渉がありません。

荷役以外の状況であれば、必要
に応じてゼロリフト状態等への角
度変更も可能とします。

29

オペレーションモード
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帆による船橋視界影響

スタンバイ状態 ギア付き船（チップ船）

帆無しの場合展帆状態
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ウインドチャレンジャーのイノベーション

伸縮、回転可能なＦＲＰ製の軽量帆で
推力・荷重のコントロールが容易になり、
運用上の安全性が飛躍的に高まります。

伸縮機構で港湾への物理的制約がクリアできます。

イノベーション①

伸縮機構
イノベーション②

FRP採用



© 2021 Mitsui O.S.K. Lines, Ltd. 32

採用技術の信頼性について - 伸縮機構 -

伸縮機構は、大型建機で実績のある技術
本船では国内メーカーを採用予定です。

欧州メーカー 国内メーカー 欧州メーカー
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採用技術の信頼性について - 旋回環 -

旋回環 （旋回ベアリング）

帆の回転を可能にする部材。
この部材の強度が転倒モーメ
ントの閾値となります。

大型の旋回ベアリングは既存技術であり、多方面で活用されています。

風力発電施設
・旋回ベアリング（ヨーベアリング）

・ブレードベアリング

大型タワークレーン
旋回ベアリング

舶用旋回クレーン
旋回ベアリング
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FRP

大型商船において、FRPの大規模採用はこれまで世界的に例がありません。
積層構成・材料と強度の関係は、金沢工業大学革新複合材料研究開発センター
との共同開発で実施しています。
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地球の未来に、風で挑む。
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4. その他

5つの戦略を通じて、各業界のリーダーと共に、自社および社会の温室効果ガス排出削減に努めます。
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4. その他
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4. その他
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4. その他
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4. その他
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4. その他
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4. その他
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お問い合わせ先
株式会社商船三井 技術革新本部 技術部

部長 杉本 義彦
電話番号：03-3587-6544 e-mail：yoshihiko.sugimoto@molgroup.com
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